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８時間ばく露 短時間ばく露 
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劣悪（長時間高濃度ばく露） 

炉まわり(短時間立ち入り) 

８時間ばく露 短時間ばく露 

高 高 

溶接作業(近接作業) 
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８時間ばく露 短時間ばく露 

低 中 

原料投入(瞬間的ばく露作業) 

設備改善を義務とする(現行どおり) 

設備改善を義務とすべきか 
技術的に困難な場合に例外を設け 
その場合マスクを義務付けとするか 

設備改善を義務とすべきか 
マスクを義務づけるべきか 

設備改善を義務とすべきか 
マスクを義務とすべきか 

現行の作業環境測定と個人サンプラーによる測定の評価と措置 資料3-2別紙2 



現行の作業環境測定結果の評価について 

単位作業場所、測定日、測定条件、測定点、測定手順等の決定 

作業環境測定の実施 

作業環境評価基準による管理区分の決定 

第１管理区分 

当該作業単位作業場所の
ほとんどの場所で気中有害
物質の濃度が管理濃度を超
えない状態 

当該作業単位作業場所の
気中有害物質の濃度の平
均が管理濃度を超えない状
態 

第２管理区分 

当該作業単位作業場所の
気中有害物質の濃度の平
均が管理濃度を超える状態 

第３管理区分 

・労働者に有効な呼吸用保
護具を使用させる 
・労働者の健康保持に必要
な措置を講じる 

現在の作業環境管理の継
続的維持に努める 

直ちに、施設、設備、作業工程又
は作業方法の点検を行い、その結
果に基づき、作業環境改善に必要
な措置を講じ、第一又は第二管理
区分としなければならない 2 

施設、設備、作業工程又は作
業方法の点検を行い、その結果
に基づき、作業環境改善に必要
な措置を講ずるよう努めなけれ
ばならない 


